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は しがき

平成13～15年 度 において,研 究課題 名 「ヒ トプ ロテイ ン1構 造遺 伝子の多型性
と病 態解析 」(基 盤研 究(C)(2),課 題 番 号13672411)に よ り科 学研 究費補助

金 を得 て解析 を行 な った。
こ こにそ の成果 を報告書 と してま とめるもので あ る。
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研究成果
ヒ トプ ロテ イ ン1(P1)は 分 子 量14kDaの 低 分 子 糖 蛋 白 で 、肺 ク ラ

ラ細 胞 蛋 白(CC10あ るい はCCSP),Uteroglobinと 同 一 分 子 で あ る。P
1蛋 白 は肺 ク ラ ラ細 胞 、前 立腺 、 子 宮 内 膜 な どの 上 皮 系 細 胞 で産 生 さ

れ 、 血 中、 尿 中、肺 胞 中(Bronchoalveolarlavage液)に 分 泌 され

る。
Pl構 造遺 伝 子 上 のsingleNucleotidepolymorphisms(SNPs)を 検 索

し,日 本 人 にお い て6ヶ 所 のSNPsを 同 定 した。 一 度 で4ヶ 所 のSNPsを 同

定 で き るmultiplexPCRを 開発 した。

各 種 疾 患 にお け るP1遺 伝 子 のsingleNucleotidepolymorphisms

(SNPs)を 検 討 した。 小 児IgA腎 症 にお い てG38Aの 頻 度 が 高 か った。

サ ル コイ ドー シ スで はG38Aに お い てAの 頻 度 が高 く,肺 胞 液 中 のP1濃

度 が 低 下 してい た。

子 宮 内 膜 にお け るP1の 発 現 を検 討 した 。 分 泌 期 で の発 現 量 が増 殖 期 に

比 較 して 多 く,ま た 分 化 傾 向 を失 うに つ れ 発 現 量 が 減 少 す る傾 向 を示

した。


